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第 30回反核医師のつどい in京都を開催 

核関連企業への投資やめさせよう

「京都からアジアへ、そして世界へ 核兵器も原発もICAN
イ カ ン

」――。第 30 回反核医師のつどいが

京都市内で開催された。特別シンポジウムでは、ノーベル平和賞を受賞した国際 NGO「ICAN」の

中心メンバーであるスージー・スナイダーPAX 核軍縮プログラムマネジャーや目加田説子・中央

大学教授が講演し、核廃絶のため、金融機関の核兵器製造企業への投資を止めさせる運動の重要

性が強調された。全国から医師、歯科医師、医学生ら 270 人が参加し、活発な議論が行われた。 

（次面以降に企画詳細と参加記を掲載） 
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スージー・スナイダー氏（上）と目加田説子氏（下）らが 

核兵器関連企業への投資を取りやめさせる取り組みについて意見交換したシンポジウム 
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（１面からのつづき） 

反核医師のつどい in 京都 

市民の運動で核廃絶を 
 

記念講演では、「核兵器禁止条約とトランプ

政権の核政策」と題して、大阪女学院大学教授

の黒澤満先生が講演した。 

 黒澤氏は、核兵器禁止条約の存在が、核兵器

に「悪の烙印」を押し、核保有を認めてはなら

ないとの認識を世界的に高め、核保有国の姿勢

を変化させる可能性もあるとした。一方、トラ

ンプ政権の核政策については、中距離核戦力全

廃条約（INF）の失効に加えて、2021 年には新

戦略兵器削減条約（新 START）が期限を迎え、

米露間の核兵器に関する条約が消滅するおそれ

があり、米国の核戦略は、過去 50 年で最悪の

状況だと警鐘を鳴らした。 

 特別シンポジウムでは、スージー・スナイダ

ーPAX 核軍縮プログラムマネジャーが核兵器関

連企業に投資している金融機関のリストとその

投資額を公開する取り組み「Don't Bank on 

the Bomb」について報告した。日本でもメガバ

ンクの多くがリストにあるものの、投資額全体

に占める核関連企業への投資額の割合は高くな

く、投資をやめても金融機関への影響は少ない

とした。また反核医師の会、保団連に対し、核

兵器関連企業への投資を行わないよう金融機関

に求める方針を示すよう要望した。 

 目加田説子中央大学教授は「クラスター爆弾

と金融機関の責任」と題して講演。クラスター

爆弾の製造企業への投資を行っている金融機関

を調査・公表する NGO の活動により、金融機関

の中でクラスター爆弾製造企業への投資を取り

やめる風潮が高まり、クラスター爆弾廃絶への

歩みが進んでいると報告した。 

 反核医師の会の原和人代表世話人が、会とし

て日本の主な金融機関に核製造企業への投融資

の実績などを尋ねるアンケートを行ったと紹介

し、今後も取り組みを広げたいと報告した。 

 他に、大飯原発運転差し止め判決を下した元

福井地裁裁判長の樋口英明氏、長崎大学核兵器

廃絶研究センターの中村桂子准教授が講演し

た。 

最後に、参加者は「ＩＣＡＮが展開している

キャンペーン（Don’t Bank on the Bomb～核

兵器にお金を貸すな～）に賛同し、私たちも主

体的に取り組んでいきたい」「ここ京都から核

兵器の廃絶と原発の全廃を求めることを改めて

決意し、その実現を世界へ訴える」などとする

アピールを、拍手で採択した。 

 つどいには、松井一實広島市長、田上富久長

崎市長、横倉義武日本医師会長らからメッセー

ジが寄せられた。 

 

参加記① 

市民運動の輪を広げたい 

会員 白岩 一心（赤穂郡） 

  

今年の反核医師・医学者のつどいに参加して

強く感じたことは、日本は、悪質な核兵器投資

大国であることです。今までは武器輸出産業に

核兵器禁止条約に至る各国の動きや現在の

アメリカの核戦略について講演した 

黒澤満・大阪女学院大学教授 
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ついて学んできましたが、今年は、私たちの日

常生活に欠かせない身近な金融機関が、資産運

用の一方法として核兵器製造企業や武器製造企

業に融資を行っている可能性を学びました。広

島・長崎の被爆地での鎮魂を謳いながら、現政

権の政策は、米国の核の傘に守られているとい

う立場は変わりません。 

 政府に任せている年金の運用先としても核兵

器製造企業に投資運用されている可能性がある

ことも学び、個人として預金先の金融機関の運

用実績も調査しなければ間接的に核兵器開発に

手を貸しかねない実状にも強い懸念を抱きまし

た。軍事費削減や核兵器禁止条約への批准を求

めたり、集団的自衛権行使に反対したり、あら

ゆる市民運動への参加はもちろんのこと、メデ

ィアが報道しないところにも着目しなければな

らないことを２日間で感じました。核の傘に守

られているという妄想を持つ世界中の流れから

も脱却し、世界の非核地帯を広げるためにも、

今後の核兵器廃絶運動に参加したいと思います。 

 ２日間を歴史文化の町・京都で過ごせた有意

義な成果を、次世代の人たちにも受け継いでも

らえるよう微力ながら努めていきたいと思いま

す。 

 来年に、千葉県幕張で行われる反核医師・医

学者のつどいの時には、市民運動がさらに盛り

上がっているように、この一年間をどう過ごす

かを再考したいと思います。新たな誓いを胸に、

市民運動の輪が広がることを切望しています。 

 

参加記② 

原発の危険性改めて学ぶ 

運営委員 川西 敏雄（北区） 

 

私は樋口氏の講演について振り返ります。 

 氏は 2014 年に関西電力大飯原発３・４号機の

運転差し止めを命じる判決を下すとともに、15 

 

年には関西電力高浜原発３・４号機の再稼働差

し止めを求めた仮処分申請を認める決定を出し

ました。 

 今回の講演ではこうした判決や仮処分命令の

根拠が示されました。氏は、「地震の揺れの強さ

を示すガルという単位がある。ガルは加速度の

単位で、その地の揺れの大きさを示すもので、

マグニチュードや震度とは異なる」と「ガル」

を紹介し、「11 年東日本大震災：2933 ガル（マ

グニチュード〈以下、Ｍ〉９）、16 年熊本地震：

1740 ガル (Ｍ7.3)、18 年大阪府北部地震：806

ガル(Ｍ6.3)など近年の地震のガルを示しまし

た。そして、現在の原発の表向きの(捏造が疑わ

れる）耐震基準について「大飯原発：856 ガル、

東海第二原発：1009 ガル、伊方原発：650 ガル、

柏崎刈羽原発：未申請」と述べた上で、有名ハ

ウスメーカーの住宅の安全基準値が 5115 ガル

であることを紹介し、「住宅よりも脆弱な原発で

は、毎年発生するような震度６程度の地震にも

耐えられない」と解説しました。 

 私は氏の講演を拝聴するのは３回目でしたが、

回数を踏むにつれ、講演が分かりやすくなって

いると感じました。 

 また、質疑応答で、「原発訴訟で勝訴するため

には」との質問に対し、「国や電力会社が設定す

る専門的な土俵で勝負をしないこと」と示唆さ

れました。この原稿作成中に東京電力福島第一
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原発事故の責任を問われて、東電の旧経営陣３

人が強制起訴された裁判で東京地裁が全員に無

罪判決を言い渡しました。公判では巨大津波の

予見可能性が争点となりました。しかし、地震

時のガルと原発の耐震基準を示し、すでに地震

により原発の冷却機能が失われていたという争

点であれば結果はどうだったでしょうか。この

点は、元東電の技術者であった木村俊雄氏も告

発しています。ここは重要な点で、木村氏はメ

ルトダウンは津波でなく地震が原因だとしてい

るのです。 

 そして樋口氏は「とにかく、原発は危ない」

という根拠で判決や仮処分命令を出されました。

当時、協会はこれらの判決等に対し支持する声

明を発表しています。 

 

参加記③ 

尹
ユン

東柱
ドンジュ

の足跡を感じる 

運営委員 水間 美宏（東灘区） 

 

「反核医師のつどい」に併せて実施されたオ

プションツアーで、宇治市の尹東柱記念碑を見

学しました。 

尹東柱さんは、今も韓国で人気のある詩人で、

１９４３年、同志社大学の学生の時に治安維持

法違反で逮捕されました。その美しく抒情的な

詩を、禁止されたハングルで書き、朝鮮独立運

動への関与を疑われたのです。懲役２年の判決

を受け、日本の敗戦まであと半年の時に、従兄

と共に、27 歳で獄死しました。  

見学のあと岩波文庫の尹東柱詩集「空と風と

星と詩」を購入しました。ハングルと日本語訳

の載っている詩集を読み、直接ハングルで読め

るようになりたいと思いました。 

その後、私の所属する日本キリスト教団東神

戸教会の会員で、70 歳を過ぎて同志社大学神学

博士となり、「日本の朝鮮支配と宗教政策」など

の著書もある故・韓晢曦さんが、尹東柱さんと

共に過ごした同志社大学内の記念碑建立に関わ

ったことも知りました。私は京都府立医科大学

キリスト教青年会（ＹＭＣＡ）の理事長もして

いますが、ＹＭＣＡの会員に尹東柱さんのこと

を伝えたいと思います。 

私の祖母の祖父である桂太郎は、日英同盟で

英国のインド支配を認め、桂タフト協定によっ

て米国のフィリピン支配を認める代わりに、米

英の後押しを受けて、日露戦争で朝鮮半島から

ロシアを追い払い、韓国を併合して日本の植民

地としました。 

最近の日韓関係の悪化を見るにつけ、尹東柱

さんの足跡を記念することの大切さを感じさせ

る見学となりました。

核戦争を防止する兵庫県医師の会 

2019 年度会費 ご入金のお願い 
  

いつも反核医師の会にご協力を賜りありがとうございます。全国反核医師のつどいやさまざ

まな企画開催等、反核医師の会の活動は、皆さまの会費で成り立っています。 

新年度会費のお振り込みがまだの方は、同封の振り込み用紙にて会費（年額 5000 円）のお

振り込みをよろしくお願いします。 
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原水爆禁止世界大会 2019in 長崎 参加記 

“核廃絶”被爆者の願い実現を 
原水爆禁止２０１９年世界大会が、８月４日から９日に広島市内・長崎市内で開催された。７

日から９日の長崎会場には、川西敏雄・坂口智計両運営委員、樫林歯科職員の籔内啓志氏が参加し

た。川西運営委員と籔内氏の参加記を掲載する。 

 

参加記① 

多数の署名で核廃絶の機運高めよう 

運営委員 川西 敏雄（北区） 
 

 海外から代表として 21 カ国 84 名（各国団体・

ＮＧＯ・政府、国際機関代表・その他）の参加

があった。 

 １日目は開会総会にて、安斎育郎氏（議長団）、

田中重光氏（日本原水爆被害者団体協議会代表）、

田上富久氏（長崎市長）、各国政府代表者、吉原

毅氏（原発ゼロ・自然エネルギー推進連盟会長）、

稲嶺進氏（オール沖縄会議共同代表、前名護市

長）らのあいさつ、ヒバクシャ国際署名推進・

日本の核兵器禁止条約批准を求める呼びかけが

行われた。 

 夜は、保団連主催の懇親会に出席し、地元長

崎県保険医協会の本田孝也会長や保団連非核・

平和部長の永瀬勉先生らと懇親を深め、情報交

換に努めた。 

 ２日目は 16 のフォーラム、分科会が開催さ

れた。分科会「核と基地のない日本、沖縄との

連携を」では、コラソン・ファブロス・非核フ

ィリピン連合事務局長より、在フィリピン米軍

基地撤退の詳細と現在に至る顛末の報告があっ

た。ジョセフ・エサティエ氏（戦争を超えた世

界日本支部コーディネーター）の「基地は差別

意識の表れ」という言葉が印象であった。稲嶺

進氏が、「本日（８月８日）は翁長雄志・前沖縄

県知事の命日だ。１年前の死去以後、県民は９

月の県知事選挙・２月県民投票と、辺野古新基

地建設反対の民意を示し続けてきた」と説明。

「沖縄には沖縄の、国には国の民主主義がある」

と、沖縄の民意を軽んじる政権を強く批判し、

交付金で儲けているというのはねつ造であると

説明された。分科会終了後、平和祈念公園に広

川クリニック、生田診療所、野村医院からお預

かりした千羽鶴を奉納した。作成された皆さん、

ありがとうございました。３日目は長崎原爆犠

牲者慰霊平和式典並びに世界大会の閉会総会が

執り行われた。被爆者への国家賠償・被爆者の

尊厳をかけて闘ってきた運動経験を次世代に継

承しよう／ヒバクシャ署名を自治体・地域で運

動を発展させよう等々のスローガンが確認され、

閉会した。 

最も印象に残ったのは、山脇佳朗氏（被爆者
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代表）の記念式典での「被爆者が生きている間

に世界で唯一の戦争被爆国として、あらゆる核

兵器をなくそうと働きかけてください。米国に

屈することなく、核兵器廃絶への毅然とした態

度を示してください」との発言だ。２年前にオ

バマ前米国大統領の“核の先制不使用”を思い

出す。この“核の先制不使用宣言”に世界で一

番難色を示した国が時の日本政府（安倍政権）

だったことを忘れてはならない。 

 

参加記② 

「核兵器のない世界」めざして

 明石市・樫林歯科 事務 籔内 啓志 

 

 原水爆禁止 2019 年世界大会・長崎会場に参加

しました。世界大会開会総会は核兵器廃絶に向

けた運動の盛り上がりで、熱気にあふれていま

した。国民平和大行進の全国通し行進者の紹介

があり、今年 89 歳で、通し行進７年目の方の

「核兵器廃絶まで通し行進を続けます」の発言

に感動しました。 

 ２日目は、分科会でした。私は東京電力福島

第一原発事故による放射能の影響と核兵器の関

係を学んでみたいと思い、「核兵器と原発」の分

科会に参加しました。この分科会では、私にと

っていくつかの衝撃的な事実を学びました。①

福島の原発事故の時のアメリカ海兵隊の「トモ

ダチ作戦」は核爆発下の軍事訓練だった。②原

子力災害の広域避難計画では「全面緊急事態」

になって避難指示が出る。普通避難指示は被曝

をしないために出ると思っていたが、実際は「被

曝を前提にした指示」である。③自民党議員の

発言で原発は「核兵器開発を担保する技術」で

あり、廃止しない理由になっている。④「将来

にわたって放射能をなくす技術はできない」と

コーディネーターの安斎育郎先生が言われたこ

と。原発と人類は共存できないと思いました。 

 分科会には 200 人以上の参加者があり、各地

から原発廃止の運動や「ヒバクシャ国際署名」

の取り組みなどが報告されました。兵庫県から

は国際署名をした自治体の首長の顔写真入りの

署名用紙を作って、署名を広げていることが報

告されました。 

 ３日目、閉会総会（ナガサキデー集会）では、

原水爆禁止 2019 年世界大会・長崎決議「長崎か

らのよびかけ」と、国際共同の行動のよびかけ、

各国が核軍縮に向けて行動することや核兵器禁

止条約への署名と批准（現在批准は 25 カ国、発

効には 50 カ国以上の批准が必要）を訴える長

崎特別決議が採択されました。唯一の被爆国で

ある日本は、核兵器廃絶に向けて指導的立場が

取れるのに、政府は「核の傘」に固執し、国民・

被爆者の願いを踏みにじっています。 

 45 年ぶりに原水爆禁止世界大会に参加し、核

兵器廃絶の思いをさらに強く感じ、できること

から行動を行おうと思いました。 

 最後に、弊院の樫林義雄所長やスタッフの協

力でこの大会に参加することができたことに感

謝します。  

世界各国・日本全国から集まった参加者が 

核廃絶のため取り組みの経験を交流 



○反核医師の声（7）○ 

「ヒバクシャ国際署名」さらなるご協力のお願い 

県知事らの顔写真入り 

新署名用紙をご活用ください！ 
 

核廃絶に向けて反核医師の会が取り組んでい

る「ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵

器廃絶署名」（「ヒバクシャ国際署名」）。 

このたび、県内の被爆者団体「兵庫県原爆被

害者団体協議会」が、新しい署名用紙を作成し

ました。 

 この署名用紙は、署名に協力した、兵庫県知

事をはじめとする県内の首長 18 人の顔写真を

並べ、県内 15 地域の被爆者団体が訴えるもの

です（右写真）。 

 「ヒバクシャ国際署名」は 2016 年 4 月に広

島・長崎の被爆者により始められました。「核兵

器廃絶を願い、核兵器を禁止し廃絶する条約を

結ぶことをすべての国に求める」という被爆者

の訴えに、賛同の署名を求めるものです。これ

までに 1000 万筆を超える署名、全国で 20 都道

府県 1173 市町村の首長から署名が寄せられて

おり、国連本部に提出しています。 

 こうした世論により一昨年 7 月には 122 カ国

の賛成のもと、国連で核兵器禁止条約が成立し、

批准国は現在までに 34 カ国となりました。現

在、日本政府はこの条約への参加を拒否してい

ますが、唯一の戦争被爆国として、被爆の実相

を世界に広く発信し、核廃絶に向けて国際的な

イニシアティブをとるべきです。 

来年５月にはニューヨークで核不拡散条約

（ＮＰＴ）の再検討会議が予定されており、さ

らに「ヒバクシャ国際署名」の取り組みを加速

させることが求められています。 

 すでに取り組みいただいている先生方も多数

おられるとは存じますが、何卒、いっそうのご

協力をお願いいたします。また、これまでお取

り組みいただけていなかった先生もぜひ、医療

機関に署名用紙を置いて、患者さんへ署名を呼

びかけてください。 

※署名用紙のご注文は、電話 078-393−1807 兵庫

県保険医協会事務局まで 

兵庫県知事、県内の市長・町長の顔写真が

入った新たな署名用紙 



○反核医師の声（8）○ 

  



○反核医師の声（9）○ 

 



○反核医師の声（10）○ 



○反核医師の声（11）○ 

  



○反核医師の声（12）○ 

 


